
耐震改修リフォームについて 

資料７ 
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※Ｐ．２～６の調査は、本検討会のために下記の日程で日経ＢＰ社において行ったもの。（補助事業により公募・実施） 
 第１回：２０１１年３月２５日～３１日 第２回：２０１１年５月１０日～１３日 



耐震改修工事の内容イメージ 

住宅の「耐震改修工事」と聞いて想像する工事内容を聞いたもの。「筋交いを入れる」が最も多く、次いで「基礎を補強
する」「壁を補強する」「接合金物で補強する」と答えた消費者が半数近くを占めている。 

１回目 N=2,620 
２回目 N=2,602 

（いずれも複数回答） 
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１回目（3/25-31） N=2,620 
２回目（5/10-13） N=2,602 

（いずれも複数回答） 



耐震改修工事のメリット・デメリット 

住宅の「耐震改修工事」で想像するメリット・デメリットを聞いたもの。安全性が増すと考えている方が、「非常にそう思
う」「そう思う」を合わせて９１％となっている一方で、工事費がかかると答えた方も、あわせて９３．４％と高い割合を
示している。また、資産価値が向上するという意見についても、「非常にそう思う」「そう思う」を合わせて４５．１％と
なっている。 

3 メリット デメリット 
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• 耐震改修の必要性を高く感じているのは、１回目では東北、関東（首都圏を除く）と北陸、甲信越、であった。２回
目は北海道以外はおおむね３０％台と平均的な結果であった。 

• 耐震改修を実施したい人の内訳について、２回目で東北、関東、首都圏で補助金が利用できれば実施したい人
の割合が１回目から増加している。 

※関東は茨城、栃木、群馬、首都圏は東京、神奈川、千葉、埼玉、 
東海は愛知県、岐阜県、三重県、静岡県をさします。 

耐震改修リフォームの意向（居住地別） 
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●居住地別の耐震改修の必要性（上段：１回目、下段：２回目） 
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（いずれも複数回答） 
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３００万円未満 
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１０００万円以上 

耐震改修工事費用について 

耐震改修工事費として消費者が想定している額は、１００～２００万円が最も多く３０．５％、次いで２００～３００万円が２
３．２％を占めている。一方で、この額なら工事をしてもいいという額は、５０万円未満が５７．７％と過半を占めている。 

＜消費者の想定している耐震改修費用＞ ＜費用がもっと安ければ実施したいと考えている人の費用イメージ＞ 

１回目（3/25-30） 

２回目（5/10-13） 

過半数が５０万円
未満を希望 

実際には１００万
円以上かかると 
想定 

１回目（3/25-31） N=2,620 
２回目（5/10-13） N=2,602 

１回目（3/25-31） N=494 
２回目（5/10-13） N=472 



男女別の耐震改修への認識について 

耐震改修のイメージを男女別にみると、「わからない」という回答の割合が男性に比べて女性は１０％以上高い。また、
費用が安ければ実施したい人の費用イメージを男女別にみると、女性の方がより安価な費用をイメージしている。 
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＜費用がもっと安ければ実施したいと考えている人の費用イメージ＞ 
（男女別） 
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＜耐震改修の必要性に対するイメージ＞ 
（男女別） 
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手すりの設置や段差解消などをしバリアフリー化すること 
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耐震改修工事と同時に実現したいことはない 
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全体（N=2620） 戸建居住者（N=1841） マンション居住者（N=779） 

●今後お住まいの耐震改修工事をすると仮定して、同時に実現したいこと

耐震改修工事と同時に実施したいリフォーム 

耐震改修と同時に行いたいリフォームについては、水廻りが最も多く約３４％、次いで内装や断熱リフォームなどがあげ
られている。 

N=2,620（複数回答） 
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簡易な耐震改修に対する助成について 

地方公共団体においても、部分改修や小規模改修に助成を行う制度がある。 
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公共 
団体 

事業名 助成メニュー 助成額 

大阪市 なっとく耐震改修 ①寝室等の１部屋だけを補強する工事 
②各階ともに評点を０．７以上とする工事 
③１階のみ評点を１．０以上とする工事 

補助率：工事費の１／２ 
限度額：１００万円 

兵庫県 わが家の耐震改修促進事業 居室型耐震改修工事（シェルター方式） 補助率：工事費の１／４ 
限度額：２０万円 

神戸市 すまいの耐震化促進事業 
（小規模型） 

改修後の評点が０．７以上１．０未満 補助率：工事費の１／４ 
限度額：３０万円 
 

福崎町 
（兵庫県） 

福崎町住宅耐震改修促進事業 居室型耐震改修工事（シェルター方式） 補助率：１／１６ 
限度額：１５万円 

墨田区 
（東京都） 

耐震改修工事費助成 
（簡易改修工事） 

①改修工事前に比較して耐震性能が向上
する工事 

②東京都が選定した「安価で信頼できる
木造住宅の耐震改修工法・装置」の耐震
対改修工法部門の工法による工事 

a.一般 
  ・補助率：１／３（１／２） 
  ・限度額：３５万円 
b.高齢者 
  ・補助率：２／３ 
  ・限度額：４５万円 
（ ）内は緊急対応地区内の場合 

＜簡易な耐震改修工事に対する助成の例＞ 



耐震改修工事費用に対する補助について② 

耐震改修費用（２００万円）に対して、最も手厚い補助を行う場合は、１５０万円が補助金として助成され、自己負担は
５０万円となる。 

簡易な耐震改修の場合、工事費用７５万円程度に対して、補助制度がある場合は２５～３７．５万円程度が助成さ
れ、自己負担は３７．５～５０万円程度となる。 

0 50万円 100万円 150万円 200万円 

家全体の 
耐震改修費用 

補助金 
約１５０万円 

耐震改修費用 
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簡易な 
耐震改修費用 

補助金 
約２５～３７．５万円 

・耐力壁、金物等による部分的な補強 
・１室のみを補強するシェルター方式 等 

②最も手厚い補助に
よる場合（横浜市） 

③簡易な耐震改修に
対する助成の場合 

工事費２００万円の場合 

工事費７５万円の場合 

自己負担 
約３７．５～５０万円 

自己負担 
５０万円 

①平均的な補助によ
る場合 

家全体の 
耐震改修費用 

補助金 
５０～６０万円 

工事費２００万円の場合 

自己負担 
１４０～１５０万円 

消費者が負担しても
いいと考える額 


